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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エンジンに対して取り付けられると共に、当該エンジン内に設けられた冷却液ジャケッ
トの出口と連通する流入室、その途中にラジエータが介設されたラジエータ通路に対する
流出ポート及び流入ポート、前記冷却液の循環ポンプに連通するサクション通路に対する
流出ポート、並びに、前記ラジエータ通路をバイパスするバイパス通路を少なくとも有す
る冷却液アウトレット部材と、
　前記冷却液アウトレット部材において、前記ラジエータ通路用の流入ポートと前記サク
ション通路用の流出ポートと前記バイパス通路との間に介設されたサーモスタットハウジ
ング内に収容されると共に、当該サーモスタットハウジング内の冷却液の温度を感知して
前記ラジエータ通路及び前記バイパス通路のいずれか一方を選択的に前記サクション通路
に連通させるサーモスタット弁と、を備え、
　前記バイパス通路は、前記サーモスタットハウジングの底面部にボトムバイパス孔を通
じて連通しており、
　前記サクション通路用の流出ポートは、前記サーモスタットハウジングの周側面部に開
口することで当該サーモスタットハウジングに連通しており、
　前記冷却液アウトレット部材は、前記ボトムバイパス孔をバイパスして前記冷却液ジャ
ケットの出口と前記サーモスタットハウジングとを連通させる、前記ラジエータ通路用の
流出ポートよりも小径の感温用バイパス通路をさらに備え、
　前記感温用バイパス通路は、前記流入室と前記サーモスタットハウジングの周側面部に
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おける前記サクション通路用の流出ポートの連通位置とは逆側位置とに開口していて、前
記サーモスタット弁の感温部に向かって冷却液を流すようにドリルによる孔開け加工によ
って全体が前記冷却液アウトレット部材に形成されているエンジンの冷却液通路構造。
【請求項２】
　請求項１に記載のエンジンの冷却液通路構造において、
　前記冷却液アウトレット部材には、前記サーモスタット弁を前記サーモスタットハウジ
ング内に装着させるための開口が、前記サーモスタットハウジングの底面部に相対して形
成されているエンジンの冷却液通路構造。
【請求項３】
　請求項２に記載のエンジンの冷却液通路構造において、
　前記ラジエータ通路用の流出ポートは、前記冷却液ジャケットの出口に対し相対して配
置されると共に、当該相対方向の外方に向かって延びるように、前記流入室に連通してお
り、
　前記サーモスタットハウジングは、前記流入室に対し前記相対方向に直交する方向に位
置をずらすことによって、当該流入室と並んで配置され、
　前記ボトムバイパス通路は、前記流入室から前記相対方向に直交する方向に分岐して設
けられており、
　前記感温用バイパス通路は、前記サーモスタットハウジングと前記流入室との間を、前
記相対方向に対して斜めの方向に延びて配設されているエンジンの冷却液通路構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エンジンに対して取り付けられる冷却液アウトレット部材に、サーモスタッ
ト弁が取り付けられたエンジンの冷却液通路構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、ウォータジャケットが形成されたエンジンと、ラジエータとを含んで構成さ
れるエンジンの冷却液通路構造において、サーモスタット弁が内蔵されるサーモスタット
ハウジングに対し、ラジエータに連通するラジエータ通路からの流入ポートと、循環ポン
プに連通するサクション通路への流出ポートと、ラジエータ通路をバイパスするバイパス
通路と、がそれぞれ連通された構成が知られている。この構成では、エンジン冷間時には
サーモスタット弁によって前記ラジエータ通路側を閉じることでラジエータをバイパスさ
せて冷却液を循環させることによりエンジンの暖機を促進させる一方、エンジン温感時に
は、サーモスタット弁によって前記ラジエータ通路側を開けることでラジエータを経由し
て冷却液を循環させることにより、冷却液の温度を適切な温度となるようにしている（例
えば特許文献１，２参照）。
【０００３】
　ここで、エンジン冷間時には、前記バイパス通路を通じてサーモスタットハウジング内
に流入する冷却液の温度を、サーモスタット弁の感温部が感知することに基づいて、当該
サーモスタット弁の開閉動作が行われるが、バイパス通路を通じて流入する冷却液が、サ
ーモスタット弁の感温部から離れた位置を流れて、サクション通路へと流出してしまうと
、サーモスタット弁の感温部が冷却液の温度を感知し難くなる。その結果、冷却液が所定
温度以上となってもサーモスタット弁の開閉動作が行われずに、その開閉動作が遅れてし
まうという不都合がある。
【０００４】
　そこで、特許文献１，２に開示された冷却液通路構造では、サーモスタットハウジング
内に、突起や壁を形成することによって、バイパス通路からサーモスタットハウジング内
へ流入する冷却液の流れの向きを強制的に変更し、それによって、サーモスタット弁の感
温部へと冷却液が流れるようにしている。
【特許文献１】実開昭６３－１９８４１９号公報
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【特許文献２】実開平１－１６２０２７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、前記各特許文献に記載された構造では、サーモスタットハウジング内に
形成した突起や壁によって、サーモスタットハウジング内の冷却液の流れが大きく乱れる
ことになるため、冷却液の流れ抵抗が大きくなってしまう。このことは、冷却液の流れを
スムースにするという観点からは好ましくない。
【０００６】
　本発明は、かかる点に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、サーモス
タット弁を含むエンジンの冷却液通路構造において、冷却液の流れを乱すことなく、サー
モスタット弁の感温精度を高めることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一側面によると、エンジンの冷却液通路構造は、エンジンに対して取り付けら
れると共に、当該エンジン内に設けられた冷却液ジャケットの出口と連通する流入室、そ
の途中にラジエータが介設されたラジエータ通路に対する流出ポート及び流入ポート、前
記冷却液の循環ポンプに連通するサクション通路に対する流出ポート、並びに、前記ラジ
エータ通路をバイパスするバイパス通路を少なくとも有する冷却液アウトレット部材と、
前記冷却液アウトレット部材において、前記ラジエータ通路用の流入ポートと前記サクシ
ョン通路用の流出ポートと前記バイパス通路との間に介設されたサーモスタットハウジン
グ内に収容されると共に、当該サーモスタットハウジング内の冷却液の温度を感知して前
記ラジエータ通路及び前記バイパス通路のいずれか一方を選択的に前記サクション通路に
連通させるサーモスタット弁と、を備える。
【０００８】
　そして、前記バイパス通路は、前記サーモスタットハウジングの底面部にボトムバイパ
ス孔を通じて連通しており、前記サクション通路用の流出ポートは、前記サーモスタット
ハウジングの周側面部に開口することで当該サーモスタットハウジングに連通しており、
前記冷却液アウトレット部材は、前記ボトムバイパス孔をバイパスして前記冷却液ジャケ
ットの出口と前記サーモスタットハウジングとを連通させる、前記ラジエータ通路用の流
出ポートよりも小径の感温用バイパス通路をさらに備え、前記感温用バイパス通路は、前
記流入室と前記サーモスタットハウジングの周側面部における前記サクション通路用の流
出ポートの連通位置とは逆側位置とに開口していて、前記サーモスタット弁の感温部に向
かって冷却液を流すようにドリルによる孔開け加工によって全体が前記冷却液アウトレッ
ト部材に形成されている。
【０００９】
　この構成によると、冷却液アウトレット部材のサーモスタットハウジング内に収容され
るサーモスタット弁は、冷却液の温度を感知してラジエータ通路及びバイパス通路のいず
れか一方を選択的にサクション通路に連通させる。具体的に、サーモスタット弁は、エン
ジン冷間時には、ラジエータ通路を閉じることでバイパス通路を通じてサクション通路側
に冷却液を流し、ラジエータ通路をバイパスさせる。そうして、ボトムバイパス孔からサ
ーモスタットハウジング内に流入する冷却液の温度が所定温度以上になったことを、サー
モスタット弁の感温部が感知することにより、サーモスタット弁は、ラジエータ通路を開
けてバイパス通路（ボトムバイパス孔）を閉じることで、ラジエータ通路を経由してサク
ション通路側に冷却液を流す。
【００１０】
　ここで、サーモスタットハウジングの底部に連通するボトムバイパス孔から、そのサー
モスタットハウジング内に流入する冷却液は、サーモスタット弁の感温部付近を通過する
ことなく、サーモスタットハウジングの周側面部に開口する開口を通じて、サクション通
路に流れ出る場合があるものの、本構成では、ボトムバイパス孔をバイパスする感温用バ
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イパス通路が、サーモスタットハウジングの周側面部におけるサクション通路用の流出ポ
ートの連通位置とは逆側位置に開口して、サーモスタット弁の感温部に向かって冷却液を
流すように形成されている。この感温用のバイパス通路によって、冷却液ジャケットの出
口から流出した冷却液は、サーモスタット弁の感温部の付近に確実に流れるようになる。
その結果、サーモスタット弁の感温精度が高まり、サーモスタット弁の開閉動作が遅れる
ことが未然に回避される。
【００１１】
　また、この構成では、冷却液ジャケットの出口と前記サーモスタットハウジングとの間
に感温用のバイパス通路を設けており、サーモスタットハウジング内には、突起や壁等は
設けていない。これにより、冷却液の流れを強制的に乱すことがなく、冷却液の流れ抵抗
が増大することはない。
【００１２】
　さらに、感温用バイパス通路は、ラジエータ通路が開になったときでも開いたままの状
態であるものの、感温用バイパス通路は、ラジエータ通路用の流出ポートよりも小径であ
って流路抵抗は遙かに大きいため、ラジエータ通路が開のときには、感温用バイパス通路
を通じてサーモスタットハウジングに流入する冷却液は、ほとんどなく、冷却液は、ラジ
エータ通路側に流れるようになる。従って、感温用バイパス通路が、冷却液の流れに悪影
響を及ぼすことはない。
【００１３】
　前記冷却液アウトレット部材には、前記サーモスタット弁を前記サーモスタットハウジ
ング内に装着させるための開口が、前記サーモスタットハウジングの底面部に相対して形
成されており、前記感温用バイパス通路は、前記サーモスタットハウジングの前記開口か
ら前記周側面部に向かって進入させたドリルによる孔開け加工によって、前記冷却液アウ
トレット部材に形成されている、としてもよい。
【００１４】
　冷却液アウトレット部材に対し、ドリル加工によって感温用バイパス通路を容易に形成
することが可能になると共に、そのドリルを、サーモスタットハウジングの開口からその
周側面部に向かって進入させることにより穴開け加工を行うことで、冷却液アウトレット
部材に、不要な貫通孔が形成されることが回避される。これによって、例えば穴埋め用の
プラグ等を省略することができるという利点がある。
【００１５】
　前記ラジエータ通路用の流出ポートは、前記冷却液ジャケットの出口に対し相対して配
置されると共に、当該相対方向の外方に向かって延びるように、前記流入室に連通してお
り、前記サーモスタットハウジングは、前記流入室に対し前記相対方向に直交する方向に
位置をずらすことによって、当該流入室と並んで配置され、前記ボトムバイパス通路は、
前記流入室から前記相対方向に直交する方向に分岐して設けられており、前記感温用バイ
パス通路は、前記サーモスタットハウジングと前記流入室との間を、前記相対方向に対し
て斜めの方向に延びて配設されている、としてもよい。
【００１６】
　こうすることで、ラジエータ通路用の流出ポートが、冷却液ジャケットの出口に対して
、冷却液の流出方向に沿って真っ直ぐに設けられるため、ラジエータ通路が開になったと
きには、その流路抵抗を抑制しつつ、ラジエータを経由した冷却液の循環が実現する。一
方で、前述したように、サーモスタットハウジング内における冷却液の抵抗も低減されて
いるため、この構成では、冷却液が常時安定して循環することになる。
【発明の効果】
【００１７】
　以上説明したように、本発明によると、感温用バイパス通路を、サーモスタットハウジ
ングの周側面部に開口してサーモスタット弁の感温部に向かって冷却液を流すように形成
することで、冷却液ジャケットの出口から流出した冷却液を、サーモスタット弁の感温部
の付近に確実に流すことができ、サーモスタット弁の感温精度を高めて、サーモスタット
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弁の開閉動作が遅れることを未然に回避することができる。しかも、サーモスタットハウ
ジング内には突起や壁等を設けないため、冷却液の流れ抵抗を増大させることを回避する
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。尚、以下の好ましい実施形態の説
明は、本質的に例示に過ぎず、本発明、その適用物或いはその用途を制限することを意図
するものではない。
【００１９】
　図１，２は、本発明の実施形態に係るエンジンの冷却液通路構造が適用される冷却液ア
ウトレット部材としてのウォータアウトレット部材１を示している。このウォータアウト
レット部材１は、図３に模式的に示すように、エンジン３１のシリンダヘッド２に対して
取り付けられるものであり、それによって、シリンダヘッド２に設けられた冷却液ジャケ
ットとしてのウォータジャケット２１の出口２２に対して連通するようになっている。
【００２０】
　ここで、エンジンの冷却液循環回路の構成について、図４を参照しながら説明すると、
前記の出口２２を通じてエンジン３１から流出した冷却液は、ウォータアウトレット部材
１に流入する。ウォータアウトレット部材１は、その途中にラジエータ３３が介設された
ラジエータ通路３５が接続される流出ポート１１と流入ポート１２とを有していると共に
、エンジン３１に対して取り付けられて、冷却液を循環させる循環ポンプとしてのウォー
タポンプ３２に連通するサクション通路３６が接続される流出ポート１３を有している。
ウォータアウトレット部材１はまた、空調用のヒータコア３４がその途中に介設されたヒ
ータコア通路３７が接続される流出ポート１４を有している。尚、ヒータコア通路３７の
下流端は、前記サクション通路３６（流出ポート１３）に対して接続されている。
【００２１】
　そうして、詳しくは後述するが、このウォータアウトレット部材１は、サーモスタット
弁４を有していると共に、その内部に、ラジエータ通路３５をバイパスするボトムバイパ
ス通路１５が形成されている。
【００２２】
　サーモスタット弁４は、前記ラジエータ通路３５の流入ポート１２と、サクション通路
３６の流出ポート１３と、ボトムバイパス通路１５との間に配設されており、冷却液の温
度に応じて、ラジエータ通路３５と、ボトムバイパス通路１５とのいずれか一方を選択的
に開にして、前記サクション通路３６に連通させる機能を有する。つまり、エンジン冷間
時の冷却液の温度が所定温度よりも低いときには、サーモスタット弁４が、前記ラジエー
タ通路３５を閉にする一方、ボトムバイパス通路１５を開にし、それによって、エンジン
３１からボトムバイパス通路１５及びサクション通路３６を介して再びエンジン３１に戻
すように、冷却液を循環させる。こうして、ラジエータ３３をバイパスして冷却液を循環
させることにより、エンジン３１の暖機を促進する。
【００２３】
　一方、エンジン３１が昇温して冷却液の温度が所定温度以上になったときには、サーモ
スタット弁４が、ラジエータ通路３５を開にする一方、ボトムバイパス通路１５を閉にし
、それによって、エンジン３１からラジエータ３３及びサクション通路３６を介して再び
エンジン３１に戻すように、冷却液を循環させる。こうして、ラジエータ３３に冷却液を
供給することにより、冷却液の温度が所定温度となるようにしている。尚、ヒータコア通
路３７には、冷却液が常時流れるようになっている。
【００２４】
　次に、ウォータアウトレット部材１の構成について、図１～３を参照しながら説明する
。尚、図２は、後述するサーモスタット弁４及びサーモキャップを取り外してサーモスタ
ットハウジング１７を露出させた状態を示している。また、図３は、ウォータアウトレッ
ト部材１において、冷却液が流れる流路、及びそれに相当する部分のみを抜き出して図示
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している。
【００２５】
　ウォータアウトレット部材１は、その内部に、エンジン３１の取付面側に開口すると共
に、ウォータアウトレット部材１の内方に向かって凹陥する流入室１６が形成されている
。流入室１６は、ウォータアウトレット部材１がエンジン３１に取り付けられたときに、
エンジン３１のシリンダヘッド２に形成されたウォータジャケット２１の出口２２と連通
するようになっている（図３参照）。
【００２６】
　ラジエータ通路３５の流出ポート１１は、比較的大径に形成されていて、ウォータアウ
トレット部材１がエンジン３１に取り付けられたときに、ウォータジャケット２１の出口
２２に対して相対するように配設されると共に、その相対方向の外方に向かって延びるよ
うに、前記流入室１６に対して連通している。そうして、この流出ポート１１に対して、
図示は省略するパイプが取付接続されることによって、流出ポート１１とラジエータ３３
とが互いに連結されて、ラジエータ通路３５の一部が構成されるようになっている。
【００２７】
　このように、ラジエータ通路３５の流出ポート１１を、ウォータジャケット２１の出口
２２に対して、冷却液の流出方向に沿って真っ直ぐに設けることによって、冷却液がラジ
エータ通路３５側に流れる際の抵抗が低減し、ラジエータ３３を経由した、相対的に大流
量の冷却液の循環がスムースになるという利点がある。
【００２８】
　前記ボトムバイパス通路１５は、前記ラジエータ通路３５の流出ポート１１と比較して
小径に形成されていて、エンジン３１からラジエータに向かう前記相対方向（図１におけ
る上下方向）に直交する方向に延びて配設されている。そうしてボトムバイパス通路１５
の下流端は、図２に示すように、前記流入室１６の周側面部に対して連通する一方、その
上流端は、ウォータアウトレット部材１の側方に開口して、前記ヒータコア通路用の流出
ポート１４を構成している。このように、このウォータアウトレット部材１では、ボトム
バイパス通路１５がヒータコア通路３７の一部を構成するようになっている。
【００２９】
　ウォータアウトレット部材１にはまた、流入室１６に対し、前記相対方向に直交する方
向に位置をずらして配置されることで、当該流入室１６に並設されるサーモスタットハウ
ジング１７が形成されている。サーモスタットハウジング１７は、図２に示すように、前
記ボトムバイパス通路１５の上方に位置している。サーモスタットハウジング１７はまた
、ウォータアウトレット部材１におけるエンジン３１との取付面側とは逆側の面に開口す
ると共に、当該ウォータアウトレット部材１の内方に向かって凹陥して形成されている。
サーモスタットハウジング１７内には、図１、３に示すように、サーモスタット弁４が、
その開口から挿入されることによって収容されている。
【００３０】
　サーモスタットハウジング１７の底面部には、ボトムバイパス通路１５に連通するボト
ムバイパス孔１８が開口しており、このボトムバイパス孔１８を介して、ボトムバイパス
通路１５とサーモスタットハウジング１７とが互いに連通することになる。
【００３１】
　このサーモスタットハウジング１７にはさらに、その周側面部にサクション通路用の流
出ポート１３が連通している。この流出ポート１３は、比較的大径に形成されると共に、
前記相対方向に直交する方向に延びて形成されている。この流出ポート１３の先端に対し
て、図示は省略するパイプが取付接続されることによって、この流出ポート１３とウォー
タポンプ３２とが互いに連結されて、サクション通路３６が構成されるようになっている
。尚、図２における符号１９は、流出ポート１３に対して突出するように形成されると共
に、ヒータコア３４からのパイプが接続されるポートである。これにより、前述したよう
に、ヒータコア通路３７の下流端が、流出ポート１３に対して接続されることになる。
【００３２】
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　図１に示すように、前記サーモスタットハウジング１７の開口には、その内部にサーモ
スタット弁４が収容された状態で、前記相対方向（図１における上下方向）に延びるサー
モキャップが、例えばボルト等の締結手段によって取り付けられており、このサーモキャ
ップによって、ラジエータ通路用の流入ポート１２が構成されることになる。つまり、サ
ーモキャップに対して、図示は省略するパイプが接続固定されることによって、ラジエー
タ３３と流入ポート１２とが互いに連結されて、ラジエータ通路３５の一部が構成される
ことになる。
【００３３】
　サーモスタット弁４はワックス型であって、図１に示すように、ワックスを封入した感
温部４１を挟んだ上側には、ラジエータ通路３５を開閉するラジエータ通路側開閉弁４２
が配設されていると共に、感温部４１を挟んだ下側には、サーモスタットハウジング１７
の底面部に開口するボトムバイパス孔１８を開閉するボトムバイパス通路側開閉弁４３が
配設されている。そうして、冷却液の温度が低いときには、ワックスが収縮することで、
スプリングの付勢力によりラジエータ通路側開閉弁４２がラジエータ通路３５を閉じると
共に、ボトムバイパス通路側開閉弁４３がボトムバイパス孔１８を開ける一方（図１参照
）、冷却液の温度が高いときには、ワックスの膨張により弁体がスプリングの軸方向に移
動して、ラジエータ通路側開閉弁４２がラジエータ通路３５を開けると共に、ボトムバイ
パス通路側開閉弁４３がボトムバイパス孔１８を閉じるようになっている。そうして、ラ
ジエータ通路３５及びボトムバイパス通路１５のいずれか一方が選択的に開けられて、前
記サクション通路用の流出ポート１３に連通することになる。
【００３４】
　ここで、本実施形態のようにサーモスタットハウジング１７に対し、ラジエータ通路３
５の流入ポート１２とボトムバイパス孔１８とを相対するように配置すると共に、サクシ
ョン通路３６の流出ポート１３を、サーモスタットハウジング１７の周側面部に連通させ
る構成においては、ラジエータ通路３５が閉じられたときに、図３に一点鎖線の矢印で示
すように、ボトムバイパス孔１８からサーモスタットハウジング１７内に流入した冷却液
が、サーモスタット弁４の感温部４１の付近を通過せずに、そのままサーモスタットハウ
ジング１７の周側面部に開口する流出ポート１３へと流れていってしまう場合がある。こ
のように、サーモスタットハウジング１７内の冷却液が十分に混ざり合わない場合は、サ
ーモスタット弁４の感温部４１の近傍の冷却水の温度が低いままになって、結果として、
サーモスタット弁４の感温精度が低下してしまうことと等価になる。
【００３５】
　そこで、この実施形態に係るウォータアウトレット部材１では、図３に示すように、ボ
トムバイパス孔１８をバイパスする、感温用バイパス通路６をさらに設けている。
【００３６】
　この感温用バイパス通路６は、流入室１６とサーモスタットハウジング１７との間を、
斜め方向に延びて配設されることにより、流入室１６の周側面部と、サーモスタットハウ
ジング１７の周側面部とを互いに連通させている。より詳細に、この感温用バイパス通路
６は、図２に示すように、サーモスタットハウジング１７の周側面部における、前記流出
ポート１３の開口位置とは反対側に開口しており、当該開口の高さ方向位置は、図１に示
すように、サーモスタット弁４の感温部４１の位置に対応している。これにより、この感
温用バイパス通路６を通じてサーモスタットハウジング１７に流入する冷却液は、サーモ
スタット弁４の感温部４１に向かって流れるようになる。このことにより、サーモスタッ
ト弁４の感温部４１における冷却液の温度感知の精度が高まるようになる。その結果、冷
却液の温度が所定以上になっているにも拘わらず、サーモスタット弁４がそのことを感知
できずに弁の開閉動作が遅れてしまう、といったことを回避することができる。
【００３７】
　この感温用バイパス通路６は、その径が、例えばラジエータ通路３５の流出ポート１１
の径と比較して大幅に小さく設定されている。感温用バイパス通路６の径は、サーモスタ
ット弁４の感温部４１が冷却液の温度を感知し得る程度の流量が確保できるように、適宜
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設定すればよいが、ラジエータ通路３５を開にしたときに、感温用バイパス通路６側の冷
却液が流れることでラジエータ通路３５側への冷却液の流れに支障が生じないように、感
温用バイパス通路６の径は、ラジエータ通路３５の流出ポート１１の径よりも大幅に小さ
くすることが好ましい。
【００３８】
　そうして、この感温用バイパス通路６は、鋳造によって成形したウォータアウトレット
部材１に対して、ドリル加工を施すことによって形成されている。具体的には、図１，２
に一点鎖線の矢印で示すように、サーモスタットハウジング１７の開口から斜め方向にド
リルを挿入することによって、サーモスタットハウジング１７の周側面部から流入室１６
の周側面部に向かって延びる貫通孔（感温用バイパス通路６）を形成する。このようにサ
ーモスタットハウジング１７の開口を通じてドリルを挿入することにより、不要な貫通孔
等をウォータアウトレット部材１に形成してしまうことが回避される。このことは、不要
な貫通孔を塞ぐための例えばプラグ等を省略することができるという利点を有する。
【００３９】
　このように、この実施形態に係るエンジンの冷却液通路構造では、感温用バイパス通路
６によって、サーモスタット弁４の感温精度を高めている一方で、サーモスタットハウジ
ング１７内には突起や壁を設けないため、冷却液の流れがそうした突起や壁によって強制
的に乱されることがなく、冷却液の流れ抵抗が増大することが防止される。その結果、冷
却液の循環をスムースに行うことができる。
【００４０】
　尚、前記の構成では、感温用バイパス通路６を、サーモスタットハウジング１７と流入
室１６とを連通させるように設けていたが、例えば図１において、感温用バイパス通路６
の傾斜角度をさらに急に設定することによって、サーモスタットハウジング１７とボトム
バイパス通路１５におけるボトムバイパス孔１８よりも上流側とを連通させるように設け
てもよい。
【産業上の利用可能性】
【００４１】
　以上説明したように、本発明は、冷却液の流れを乱すことなく、サーモスタット弁の感
温精度を高めることができるから、エンジンの冷却液通路構造として有用である。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】エンジンの冷却液通路構造が適用されたウォータアウトレット部材の断面図（図
２のＩ－Ｉ断面図）である。
【図２】ウォータアウトレット部材の平面図である。
【図３】ウォータアウトレット部材における冷却液の流路部分のみを抜き出して示す説明
図である。
【図４】エンジンの冷却液循環回路を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００４３】
１　　ウォータアウトレット部材（冷却液アウトレット部材）
１１　ラジエータ通路に対する流出ポート
１２　ラジエータ通路に対する流入ポート
１３　サクション通路に対する流出ポート
１５　ボトムバイパス通路（バイパス通路）
１６　流入室
１７　サーモスタットハウジング
１８　ボトムバイパス孔
２１　冷却液ジャケット
２２　出口
３１　エンジン
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３２　ウォータポンプ（循環ポンプ）
３３　ラジエータ
３５　ラジエータ通路
３６　サクション通路
４　　サーモスタット弁
４１　感温部
６　　感温用バイパス通路

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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